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本
書
は
、
著
者
が
『
純
粋
理
性
批
判
』（
批
判
と
略
記
（
の
周
到

な
読
解
と
言
語
分
析
哲
学
の
研
究
を
積
み
上
げ
て
き
た
力
作
で
あ

る
。
著
者
は
、表
題
に
「
言
語
分
析
哲
学
的
解
釈
」
と
あ
る
よ
う
に
、

内
在
的
カ
ン
ト
研
究
で
は
な
く
、
言
語
分
析
哲
学
の
立
場
か
ら
『
批

判
』
を
解
釈
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
読
者
は
、
本
書
を
紐
解

く
な
ら
ば
、
著
者
が
『
批
判
』
を
哲
学
の
課
題
と
し
て
引
き
受
け
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
姿
勢
は
、
カ
ン
ト
の
内
在
的

お
よ
び
歴
史
的
研
究
に
対
し
て
は
、そ
の
現
代
的
意
義
を
問
い
か
け
、

言
語
分
析
哲
学
に
対
し
て
は
『
批
判
』
の
見
直
し
を
迫
っ
て
い
る
。

本
書
は
読
者
に
哲
学
的
内
省
を
促
す
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
ん
だ
作

品
で
あ
る
。

　

著
者
の
問
い
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
わ
た
し
た
ち

の
心
は
、
そ
も
そ
も
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
、
言
語
の
意
味
は
ど
の

よ
う
に
し
て
成
立
す
る
の
か
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
の
答
え

を
『
批
判
』
と
現
代
の
言
語
分
析
哲
学
に
求
め
て
い
る
。
著
者
の
ね

ら
い
は
、『
批
判
』
の
言
語
分
析
的
解
釈
に
よ
っ
て
、
以
下
の
三
つ

の
論
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
⑴
外
的
世
界
に

つ
い
て
の
知
、
他
人
の
心
に
つ
い
て
の
知
、
自
分
の
心
に
つ
い
て
の

知
が
、
相
互
に
還
元
不
可
能
で
あ
る
（
知
の
還
元
不
可
能
性
（。
⑵

あ
る
心
的
出
来
事
と
あ
る
物
的
出
来
事
の
同
一
性
（
ト
ー
ク
ン
同
一

説
（。
⑶
言
語
の
意
味
は
、
外
的
状
況
の
中
に
あ
る
（
意
味
の
理
論

の
外
在
主
義
（。
こ
れ
ら
三
つ
の
論
点
は
、
相
互
に
深
く
連
関
し
て

い
る
。
著
者
は
、こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、カ
ン
ト
の
『
批

判
』
か
ら
演
繹
論
と
四
つ
の
誤
謬
推
論
の
議
論
、
そ
し
て
、
言
語
分

析
哲
学
か
ら
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
三
角
測
量
の
議
論
、
シ
ェ
ー

ン
リ
ッ
ヒ
の
超
越
論
的
記
号
論
、
ハ
ン
ナ
の
一
般
的
認
知
意
味
論
を

【
書
評
】

近
堂 
秀
『『
純
粋
理
性
批
判
』
の
言
語
分
析
哲
学
的
解
釈�

―
カ
ン
ト
に
お
け
る
知
の
非
還
元
主
義
―
』

心
の
存
在
と
言
語
の
意
味
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論
及
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
第
一
部
「
現
代
哲
学
に
お
け
る
『
純
粋
理
性
批
判
』

解
釈
の
問
題
」
と
第
二
部
「
心
の
哲
学
と
し
て
の
超
越
論
的
心
理
学
」

は
、『
批
判
』
の
テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
い
る
た
め
、
内
在
的
な
カ
ン

ト
研
究
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
三
部

「
意
味
の
理
論
と
し
て
の
超
越
論
的
論
理
学
」
で
は
、
著
者
は
カ
ン

ト
を
超
え
て
、
独
自
の
思
索
を
展
開
し
て
い
る
。
第
三
部
は
、
意
味

の
問
題
を
考
え
る
哲
学
者
に
と
っ
て
、
多
く
の
示
唆
を
含
み
、
刺
激

的
で
あ
る
。

　

著
者
の
最
も
重
要
な
テ
ー
ゼ
は
、
カ
ン
ト
の
自
己
意
識
論
と
⑴

デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
三
角
測
量
の
議
論
と
の
間
に
構
造
的
共
通
性

0

0

0

0

0

0

（p. 173

（
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
が
同
一
で
あ

る
と
は
主
張
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
著

者
は
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
自
我
と
経
験
的
自
我
の
区
別
に
基
づ
い

て
、
前
者
を
第
三
者
的
な
観
点

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
、
そ
し
て
、
後
者
を
文
脈
依

0

0

0

存
的
0

0

な
自
我

0

0

0

と
し
て
規
定
す
る
（p. 131

（。
そ
し
て
、
こ
の
後
者
の

自
我
に
は
、
社
会
的
・
歴
史
的
な
文
脈

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
帰
せ
ら
れ
る
。
著
者
は
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
自
己
意
識
と
三
角
測
量
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
「
超
越
論
的
統
一
と
い
う
自
己
意
識
に
お
け
る
超
越
論
的
主

観
は
、
言
語
共
同
体

0

0

0

0

0

の
中
で
言
語
記
号
を
使
用
す
る
主
体
と
い

う
第
三
者
的
な
観
点

0

0

0

0

0

0

0

を
含
む
こ
と
に
な
る
。
― 

（
中
略
（ 

―

カ
ン
ト
が
根
拠
と
す
る
自
己
意
識
の
在
り
方
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド

ソ
ン
の
三
角
測
量

0

0

0

0

の
議
論
に
お
け
る
自
己
知
の
モ
デ
ル
と
し
て

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（pp. 170 -1. 

傍
点
筆
者
（

　

カ
ン
ト
の
超
越
論
的
統
覚
、
言
い
換
え
れ
ば
「
意
識
一
般
」
は

「
あ
ら
ゆ
る
統
一
を
条
件
づ
け
る
が
、
そ
れ
自
身
は
無
条
件
で
あ
る
」

（A
401

（。
カ
ン
ト
は『
批
判
』第
二
版
で
、そ
れ
を「
叡
智
体
」（B185

（

で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
統
覚
は
、
そ
の
普
遍
性
か
ら
、
第

三
者
の
視
点
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
筆
者

は
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
三
角
測
量
の
意
味
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
ま
と
め
て
い
る
。

　
「
こ
の
二
人
の
話
し
手
と
共
通
世
界
の
間
の
三
方
向
の
関
係

が
三
角
測
量
で
あ
る
。
思
考
と
言
語
に
と
っ
て
必
要
な
客
観
性

0

0

0

は
、
三
角
測
量
の
議
論
に
従
っ
て
、
二
つ
の
生
物
が
共
通
の
遠

位
的
な
刺
激
や
そ
の
刺
激
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
反
応
に
対
し
て
相0

互
的
か
つ
同
時
的
に
反
応
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
事
実
に
依
存
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。」（p. 172. 

傍
点
筆
者
（

　

こ
こ
で
登
場
す
る
二
人
の
話
し
手
は
、
超
越
論
的
な
第
三
者
の
視

点
で
は
な
く
、
文
脈
依
存
的
な
経
験
的
自
我
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
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思
考
と
言
語
の
客
観
性
の
た
め
に
、
二
人
の
話
し
手
が
相
互
に
話
し

合
う
必
要
が
生
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
場
合
の
思
考
と
言
語
の
意

味
は
、
状
況
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン

の
状
況
依
存
的
な
意
味
の
理
論
は
、
心
的
な
も
の
の
還
元
不
可
能
性

を
基
礎
づ
け
る
。
言
語
の
意
味
が
そ
の
状
況
に
依
存
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
他
者
の
心
の
内
容
に
つ
い
て
普
遍
的
に
語
っ
た
り
、
理
解
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
心
的
出
来
事
と
物
的

出
来
事
と
が
同
一
で
あ
る
（
ト
ー
ク
ン
同
一
説
（
と
し
て
も
、
そ
れ

は
す
べ
て
の
出
来
事
（
全
称
（
に
関
し
て
で
は
な
く
て
、
あ
る

0

0

出
来

事
（
特
称

0

0

（
に
限
定
さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
こ
か
ら
⑵
心
的
な
も
の

の
還
元
不
可
能
性
を
基
礎
づ
け
て
い
る
。
⑶
意
味
の
理
論
の
外
在
主

義
に
よ
れ
ば
、
言
語
の
意
味
は
、
そ
の
都
度
の
社
会
的
・
歴
史
的
文

脈
に
依
存
す
る
。
著
者
は
、デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
「
単
称
因
果
言
明
」

を
挙
げ
て
、
こ
の
意
味
論
を
説
明
し
て
い
る
。

　
「
太
陽
が
あ
る

0

0

石
を
温
め
た
」
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
の
判

断
が
真
で
あ
る
の
は
、
太
陽
が
そ
の
石
を
温
め
た
と
き
ま
た
そ

の
時
に
限
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
カ
ン
ト
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ

ン
に
先
駆
け
、
原
因
性
概
念
に
訴
え
て
判
断
の
意
味
が
外
的
状

0

0

0

0

0

0

0

0

0

況
の
中
に
あ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（p. 190

（

　

著
者
の
三
つ
の
主
要
論
点
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

の
論
点
は
、
た
し
か
に
、
カ
ン
ト
の
問
題
設
定
や
そ
の
方
法
と
同
一

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、序
論
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、本
書
は
「
ア

プ
リ
オ
リ
な
総
合
判
断
の
可
能
性
」
そ
し
て
、
現
象
と
物
自
体
の
区

別
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
と
デ
イ
ヴ
ィ
ド

ソ
ン
と
の
間
に
構
造
的
共
通
性

0

0

0

0

0

0

が
あ
る
、
と
い
う
指
摘
に
は
、
十
分

な
説
得
力
が
あ
る
。
そ
し
て
、
議
論
も
洞
察
に
富
ん
で
い
る
。
カ
ン

ト
の
理
論
哲
学
を
外
在
主
義
や
実
在
論
と
解
す
る
カ
ン
ト
研
究
者
も

少
な
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
筆
者
の
師
匠
、
ペ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ス

は
、
外
在
主
義
の
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
立
場

に
極
め
て
近
い
。
ま
た
、
そ
の
弟
子
の
マ
ル
ク
ス
・
ヴ
ィ
ラ
シ
ェ
ッ

ク
も
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
実
在
論
を
支
持
し
て
い
る
。
二
人
と
も
分
析
的

な
カ
ン
ト
研
究
と
い
う
点
で
著
者
と
共
通
し
て
い
る
。

　

あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
内
容
は
、
学
位
論
文
と
し
て
の
提

出
時
に
大
幅
に
加
筆
・
修
正
さ
れ
、
ま
た
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ

て
も
さ
ら
に
手
を
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
文
章
は
簡

潔
で
読
み
や
す
く
、
ま
た
、
内
容
も
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。
後
学

の
研
究
者
の
方
々
に
、
本
書
を
読
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。


